











































































とくに年頃の 
野良人の場合 



















野良人の才—ルシ—ズンレイプに 
困った板橋区では野良人に 
自分でするよう教育してみた 




野良人の出現で困って 
いるのは浮浪者も同じだ。 
消極的で平和な 
浮浪者社会にどぅもぅで 
野性的な野良人が 
侵入し、ガンガン増殖し、 
都会の生態系を 
崩しているのだ。 



その姿は、今、日本の池で 
おとなしい クサガメや 
石ガメを追い出し増殖 


しているミドリガメのようだ 


そんな野良人達は日々 
エモノを求め町に 
替んでいるのだ 
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マンガ家になりたいという気持ちは、 
18 才で北海道から上京した当時から持 
ってはいたのですが、生来の優柔不断。 
かって死にもの狂いで徹夜して原稿を 
描きため、投稿したり雑誌社を回った 
り好きなマンガ家の門を叩くというょ 
うな積極的な行動を とるこ ともなく、 
ただ漠然と、いつかマンガ家になれれ 
ばいいなあ、くらいに思いバィトに明 
け暮れておりました。 

ただ『赤瀬川原平』 と 『ガ ロ』の 二 
つだけは常に頭のどこかに引っかかっ 
ており気になる存在でした。美学校で 
赤瀬川さんの工房が開かれるというの 
も知ってはいましたが入学金が高かっ 
た。 

数年後、相変わらずのバイト暮しで 
したが、長く続けていると色んな所を 
転々とするよりも一力所に腰を落ちつ 



けるほぅが楽になつてきて、キヤバレ 
1の調理場を生まれて初めて正社員と 
して 二 年やりました。すると そこそこ 
お金は溜ります。お金は溜りましたが、 
レジヤー産業、ザ—ビス業の悲しさ、 
不景気のあおりをモロに受け突然の人 
員整理。依願退職。 

そこそこの お金を片手に 珍しく決断 
しました。「美学校に 行こぅ/」と。 26 
才の時です。絵•文字工房に入学して 
生の赤瀬川さんに会えた感激/独特の 
教材を用いての様々な実技。スラィド 
を見ながらの夜の酒宴、いや講義。 そ 
して夏及び冬休みの宿題。まさに目か 
らウロコが落ちる、実に新鮮で気持ち 
のよい至上の時でした。あっという間 
の一年。一年で修了のはずの工房に、 
あまりの気持ちのよさに春となり新入 
生を迎えても〃研究生〃 としてズルズ 


ル残り、けっきょく丸2年居着いてし 
まいました。 

こぅして 2年間も居着いた以上は何 
かやはり形を残さなくてはならない。 
そこで また 決断し ました。 「ガ ロに 描 
く/」。 

美学校から青林堂は歩いても数分の 
距離の所にあります。しかも南伸坊や 
ナベゾ(渡辺和博)が編集者と して 腕 
をふるっていた時代で、絵•文字工房 
にもょ く 遊びに来ており 面識はありま 
した。さっそく描き上げ、あの伝説の 
木材店 2階への長い階段を 登りました。 
驚いたのはドアに貼られた紙です。 

「ノックは無用。御用の方はどんどん 
中へ」 

言いまわしは少し違うかも知れませ 
んが、こういう意味のことが書かれた 
紙がぺタリと貼られておりました。こ 


れは描き上げた原稿を持って あの 長い 
階段を登りつめた身には、なんとも言 
えぬオアシスに見えました。美学校の 
授業の空気と同じ、「自由」という言葉 
がすぐに思い浮かびました。 

ここからさらに記憶が曖昧になるの 
ですが、2回落選して3度目の作品「電 
車を待つていた」で入選となる、 と自 
分では思っていたのですが、落選した 
作品のうち一本は題名も内容も覚えて 
いますが、もう一本の方がどうしても 
思い出せません。すると、2本目で入 
選だったのかな。いずれにしろ落選作 
については自分でもしょうがないと思 
つております。 

ただ『電車を待っていた』の時だけ 
は、「落したほうが悪い/」と、頭の中 
で何度も繰り返し長い階段をゆっくり 
登っていったのを覚えております。 
















